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あなたの地元にタヌキはいますか？

　 全世界のタヌキスキーの皆様、明
けましておめでとうございます。東
京タヌキ探検隊！を今年もよろしく
お願いします。 

まだ目撃報告がない県 

　東京タヌキ探検隊！は(名前に反し
て)全国の目撃情報を収集しています。
ですが目撃情報のほとんどは東京都
23区からのもので、その他の地域か
らの情報は今でもとても少ないです。
どの自治体からの目撃情報がないか
を調べ上げるのはさすがに大変です
ので都道府県レベルで示しますと、
上記のように5県からはまだ未報告
となっています。沖縄県にはタヌキ、
キツネはいないような気がしますが、
マングースも対象ですので目撃報告
よろしくお願いします。この5県以
外でも目撃報告が1件だけの県もあっ
たりします。 
　 東京都内の場合はだいたいの自治
体で報告があり、残りは3市町だけ
です。島嶼部にはおそらくタヌキな

どは生息していないはずですので除
外してあります。 
　 全国の市町村のほとんどでは目撃
報告がまだありません。あなたの目
撃報告が一番乗りになる可能性は十
分にあります。目撃情報をぜひしら
せてください。 

ハクビシンが首位に急迫 

　 他にもいくつかの統計を挙げてお
きましょう。2014年末現在までの
3427件を対象にした統計です。 
　 全データ中、東京都2 3区は
77.6%(2659件)、東京都全体では
84.3%(2890件)です。東京都の次に
目撃情報が多いのは神奈川県で
4.99%(171件)、これは横浜市と川
崎市からの目撃が多いためです。以
下、千葉県2.57%(88件)、埼玉県
2.19%(75件)、大阪府1.60%(55件)
という順番になっています。ここま
での合計で全データの95.7%となり
ます。つまりほとんどは首都圏から
の目撃情報となっているのです。 

　動物別ではタヌキ47.4%(1625件)、
ハクビシン43.8%(1500件)、アライ
グマ6 . 0 7% ( 2 0 8件 )、アナグマ
0.88%(30件)、キツネ0.67%(23件)
という順になっています。タヌキが
トップですが独走というわけではな
くハクビシンがすぐ後ろに迫ってい
ます。目撃情報はハクビシンの方が
多く、数年内にはタヌキを追い抜い
てしまうでしょう。 
　 東京タヌキ探検隊！はこれまで多
くの目撃情報を集めてきました。そ
れによって生息分布が明らかになり
ましたし、統計的に動物の特徴を示
すこともできるようになりました。
毎年公開している報告書にはその成
果の一部が書かれています。今年の
報告書も1月中に公開の予定です。
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全国自治体制覇はまだ遠い…

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

未報告の県 
岩手県、福井県、滋賀県、岡山県、沖縄県

東京都で未報告の市町村 (島嶼部を除く) 
東大和市、瑞穂町、奥多摩町 
※島嶼部での目撃情報は無い

都道府県トップ5 
1位＝東京都　84.3% 
2位＝神奈川県　4.99% 
3位＝千葉県　2.57% 
4位＝埼玉県　2.19% 
5位＝大阪府　1.60%

動物トップ5 
1位＝タヌキ　47.4% 
2位＝ハクビシン　43.8% 
3位＝アライグマ　6.07% 
4位＝アナグマ　0.88% 
5位＝キツネ　0.67%

※2014年末現在のデータによるものです。
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ハクビシンは凶暴？

　 毎年1月は目撃情報を分析した報
告書を公開しています。今年はその
中で「タヌキとハクビシンの鳴き声」
と「ハクビシンとアライグマの襲撃」
を紹介しています。今回は襲撃につ
いてちょっと解説します。 

駆除業者がおおげさなわけ 

　 どうも世間では「ハクビシンは凶
暴」という話が出回っているようで
す。ネットで「ハクビシン　 凶暴」
を検索してみると確かにそう書かれ
たページがぞろぞろ表示されます。
ただ、よく見るとその大半は駆除業
者のページか、害獣対策のページで
す。まるで駆除業者が恐怖をあおっ
ているようにも私には見えます。もっ
とも、駆除業者がハクビシンを凶暴
だと思うのには理由があります。天
井裏にいるハクビシンを捕獲する、
というシチュエーションは駆除業者
ならよくあることです。天井裏のよ
うな逃げ場のない狭い空間に追い込
まれたならば、ハクビシンも必死に
なって逆襲しようとするのは当然の

ことです。つまり駆除業者は普通の
人よりもハクビシンに襲われる確率
が非常に高くなるのです。 
　 そういう場所ではなく、普通に路
上でハクビシンに出会っても襲われ
るということはまずありません。ハ
クビシンはささっと逃げていくでしょ
う。これは東京タヌキ探検隊！が集
めたデータでも明らかで、ハクビシ
ンの全目撃情報1600件以上の中で
襲撃事例は1件しかありません(攻撃
的な事例、威嚇した事例を合わせて
も30件以下)。襲撃はかなり特殊な
状況でだけ発生するのです。 
　 アライグマの場合は全目撃情報約
200件のうち襲撃事例が9件記録さ
れていて、ハクビシンよりも凶暴の
ように見えます。ただし、襲撃事例
は「子連れのアライグマが散歩中の
イヌを襲う」という状況が共通して
いるようです。ですのでアライグマ
もいつでもどこでも凶暴というわけ
ではありません。アライグマについ
てはもっと事例を多く集めていけば
襲撃の条件がはっきりしてくるかも
しれません。 

　 ちなみにタヌキには威嚇例はあり
ますが襲撃例はありません。 

噂を信じちゃいけないよ 

　 冷静に考えてほしいのですが、目
についたものに見境なく襲いかかる
ような動物なんて存在しません。ハ
チだっていつもいつも刺してくるわ
けではありませんし、毒ヘビでもそ
うです。そもそもハクビシンもアラ
イグマも雑食なので動物ばかりを食
べるわけではありませんし、食べる
対象も自分より小さな鳥やネズミや
昆虫です。東京タヌキ探検隊！は動
物たちの本当の姿を知ってもらうた
めにもさまざまなデータを提供して
いきたいと思っています。
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そのような事例は非常に少ない

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

今回は適当な写
真がないので、
最新の報告書よ
り目撃情報の分
布地図を掲載し
ます。

タヌキ ハクビシン アライグマ
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冬は暇な探検隊

　 渡り鳥であるツバメは春から秋の
間だけ、カモ類は秋から春の間しか
見られません。セミが鳴くのは夏だ
け、カブトムシも夏だけ。動物の中
にはこのように季節限定のものが多
くいます。もちろん、年中活動して
いる動物も多くいます。タヌキもハ
クビシンも冬眠はしませんので1年
中見ることができる動物です。 

その原因はハクビシン 

　 ところが不思議なことに東京タヌ
キ探検隊！に送られてくる目撃情報
の数は季節によって変動しています。
実際に集計してみると上右のグラフ
のようになり、夏多く冬少ないこと
は明らかです。ホームページへのア
クセス解析をしてみても同じ傾向に
なります。夏になるとタヌキやハク
ビシンへの人々の関心が急に高まる、
ということではないでしょう。夏休
みの調べものでは？と思われるかも
しれませんが、ピークは6月ですの
で関係なさそうです。 

　 データを詳しく見ていくと、季節
の偏りの主な原因はハクビシンにあ
ることがわかります。上中のグラフ
のようにハクビシンの目撃はまさに
夏多く冬少なくなっているのです。
タヌキにも季節変動がありますが季
節差は大きくありません。ところが
ハクビシンは夏冬の差がはっきりし
ています。真冬でも目撃はされてい
るので冬眠をしているのではありま
せん。ですが、冬は外出を控えるな
ど活動量が減少しているらしいこと
が推測されます。これは多くのデー
タを集めることで初めてわかったこ
とで、東京タヌキ探検隊！の成果の
ひとつです。 
　 季節によって活動量がどう変化す
るのかは例えば動物にGPSロガー(記
録装置)をつけて追跡すれば詳細に
わかるでしょう。ですがロガーの装
着・回収はなかなか難しく、実行は
簡単ではありません。 
　 東京タヌキ探検隊！の毎年の報告
書の公開が1月であるのも目撃情報
が少ない時期で集計作業に集中でき
るから、という事情がちょっとだけ

あります。東京タヌキ探検隊！は冬
の方が暇なのです(アブラコウモリ
も冬は冬眠し、実質的には半年間だ
けしか観察できません。東京コウモ
リ探検隊！の活動も冬はほぼ冬眠し
てしまうのです)。 

ハクビシン2回目の目撃 

　 そんな真冬の先日のこと、私自身
がハクビシンを目撃しました。私に
とってこれが2回目のハクビシン目
撃です。昨年の目撃と同じく自宅近
くの場所でしたので同じ個体だった
可能性があります。冬の夜だったの
ですが普通にすたすたと道路を横断
していきました。とても冬眠する動
物には見えませんでした。 
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目撃情報数は夏に多い

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

いずれも2012～2014年の合計。メールでの目撃情報はデータベー
スに記録した日付であり、実際の目撃日とは必ずしも一致しない。

タヌキ(東京都23区) ハクビシン(東京都23区) メールでの目撃情報数(全動物、全国)
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ハクビシンは冬眠してるのかも仮説

　 先月と同じような話題で申し訳あ
りません。ハクビシンの目撃情報が
なぜ冬に少ないのか？　 上のグラフ
のように、タヌキに比べるとハクビ
シンは夏冬の差がかなりはっきりし
ています。やはり何か特別な要因が
あるのかもしれない、とずっと気に
なっていたのです。 

冬眠を調べる難しさ 

　 どんな図鑑や本を読んでも「ハク
ビシンは冬眠する」とは書かれてい
ません。しかし、ひょっとしたらそ
うではないのかもと思ったのは雑誌
「Newton」2015年4月号に掲載さ
れた「冬眠の不思議にせまろう」と
いう記事を読んだからです。記事中
に「シベリアシマリスのように、同
じ環境に置かれた同じ種であっても、
冬眠するものもいればしないものも
いる」と書かれており、私の頭の中
でハクビシンと冬眠が結びついたの
です。ハクビシンの中には冬眠する
個体も、しない個体もいるのかもし
れない。さらに、冬眠の期間も個体

差があるとするならば、ハクビシン
の夏冬の目撃数の違いがうまく説明
できるのではないでしょうか。これ
を「ハクビシンは冬眠してるのかも
仮説」(冬眠仮説)と名付けることに
しましょう。 
　 ハクビシンが冬眠するなんて話は
誰も聞いたことがないかもしれませ
んが、それは誰も調べなかったから
かもしれません。また、飼育して調
べようとしても、クマのように飼育
下(例えば動物園)では冬眠しない例
もあります。ですので野生にいる個
体を調査しなければなりません。 
　 厳密に調査をするならば、複数頭
のハクビシンに電波発信機やGPSロ
ガー(位置情報記録装置)などを装着
し、長期間(少なくとも1年間)追跡調
査しなければなりません。これはか
なり大がかりな調査になってしまい、
私のリソースでは実現不可能です。 
　 冬眠するにしてもしないにしても
その結果は非常に重要な意味を持ち
ます。誰か挑戦してみてください。 
　 ちなみに食肉目の中で冬眠するこ
とが知られているのはツキノワグマ、

ヒグマ、アメリカクロクマ、ホッキョ
クグマ(以上はクマ科)、そしてアナ
グマ(イタチ科)だけです。 

ニコニコ学会β、再び 

　さて、ここでお知らせです。4月25
日、26日に開催される第８回ニコニ
コ学会βで宮本がポスターセッショ
ンに出展します。場所は幕張メッセ
のニコニコ超会議2015会場内(第9
ホール)です。ポスター発表では重大
発表もあります。ただし、ニコニコ
超会議の入場券(有料)が必要になり
ますのでご注意ください。また、ニ
コニコ超会議は他にもさまざまなイ
ベントが開催されます。詳しくはネッ
ト検索してみてください。 
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目撃情報数の季節変化はこれで説明できるか？

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

先月号と同じグラフでごめんなさい。 
いずれも2012～2014年の合計です。 
タヌキとハクビシンでは明らかに傾向が
違っています。これは何か重大な違いを
示しているとしか思えないのです。

タヌキ(東京都23区) ハクビシン(東京都23区)
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ニコニコ学会βにまた行ってきました

　 4月25～26日にニコニコ超会議
2015(幕張メッセ)内で開催された第
8回ニコニコ学会βに参加してきま
した。第5回に続き2回目の参加です。
今回はポスターセッションに出展し
ました。 

野獣系、がんばる 

　 ニコニコ学会βの詳細はそのホー
ムページをご覧ください。「ユーザー
参加型研究」「誰でも参加できる」
「さまざまなジャンルを許容してい
る」といった特徴を持つかなり異色
の「学会」です。見た目は不真面目
そうですが、多様な発見や問題提起
をはらんだエキサイティングな場で
す。専門家向けの学会と違い、一般
の人でも参加しやすいでしょう。 
　 ニコニコ超会議の方は何と言うか
超カオスなイベントで、大相撲やっ
てたり自衛隊が来ていたりコスプレ
してたり踊っていたり痛車が勢ぞろ
いしていたり、よくわからないもの
でした(笑)。全般的にはオタクな感
じでしょうか。私はスタッフ扱いで

すいすい出入りできたのですが、来
場者数は2日間で15万人だったそう
でとてつもない大混雑なのでした。
行き帰りの電車も確かに超満員でし
た(土日なのに！)。 
　 そんな異色の会場の中でも東京タ
ヌキ探検隊！＆東京コウモリ探検隊！
は超異色の存在だったはずです。お
そらく唯一の「リアル野獣系」のは
ず…です。メインストリートから
ちょっと引っ込んだ場所だったので
気がつかない人が大多数でしたが、
がんばってアピールしてきたつもり
です。 
　こんなふざけた場所ではなく、ちゃ
んとした学会で発表すべきでは？と
の疑問を持たれるかもしれませんが、
私は動物学の専門教育を受けていな
いアマチュアに過ぎません。各種の
学会とはまったく縁がなく、専門家
の知り合いもいないアウトサイダー
であるため、学会や専門誌に発表す
る方法がまったくわからないのです。
ですが、21世紀はインターネットと
いう発表の場がありますのでそれほ
ど不利だと思ったことはありません。

それでもニコニコ学会βのようなリ
アルな発表の場があるのはとてもあ
りがたいことです。 

ネット時代でもリアルな場を 

　 ちなみにニコニコ学会βは5年間
限定という期限があります。次回12
月が最終回となる予定とのこと。私
のようなアウトサイダーを受け入れ
てくれる場がなくなるのは残念なこ
とです。やはりネット外でのアピー
ルも必要なのです。 
　 もし他の発表の場やイベントなど
をご存知の方がいればぜひ教えてほ
しいです。また、イベントの運営側
の立場ならばぜひぜひ私を呼んでく
ださい。 
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カオスな会場随一の異色展示？

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

会期中はほぼずっとポスター前に
はりついていたので、まわりの写
真を撮る余裕なんてあまりありま
せんでした。ポスターの内容は調
査研究のダイジェスト版です(写真
左)。写真右はホール9～11の風景
です(開場前)。あまりに広すぎて
全体は写っていません。タヌキ

パトリオット
恐竜
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タヌキの耳は丸くない

　 「ネコ耳」と言えば誰もがその形
状を思い起こせるほど広く知られて
いるものです(特に萌え業界におい
て)。その一方で「タヌキ耳」の方
は間違った形状が広く流布している
という惨憺たる状況です。 

タヌキ耳は丸みのある三角 

　 「タヌキ＝丸耳」というのは多く
のイラストで見られる表現ですが、
丸耳なのはクマかネズミです。根元
部分が細くなっている丸耳のタヌキ
はありえません。タヌキの耳は「丸
みを帯びた三角形」と私は説明する
ようにしています。それってネコ耳
にも似ている、と思われるでしょう
が、その通りなのです。ネコ耳の方
が直線的、という程度の差でしかあ
りません。 
　 と、説明したにもかかわらず上の
写真の「お母さん」はとっても丸い
耳をしています。こういう丸い耳の
タヌキもいることはいるのです。そ
れでも根元が細くないことには注目
してください。 

　 写真を2枚並べたのは、夏毛と冬
毛の印象の違いを説明するためです。
夏毛の時は全身の毛が短くなるため、
相対的に耳が大きく見えます。タヌ
キの一般的イメージとはかなり違っ
て見えることでしょう。タヌキと言
うよりイヌに近い印象さえあります。
私は「イヌそのもの」とさえ表現す
ることがありますが、タヌキはイヌ
科、そして骨格もそっくりなので当
然のことでもあるのです。 
　 一方、冬毛の時は耳の辺りから後
方の毛が長く伸びるため顔全体の面
積が広がって見え、相対的に耳が小
さく見えます。こちらの方が一般的
なタヌキのイメージでしょう。 
　 もうひとつの注意点として、耳の
縁が黒いことも忘れてはなりません。
見落としそうですが、これ、重要で
す。ちなみに耳の後ろ側の色は「黒」
が正解です。が、耳たぶは非常に薄
いため光線の具合によっては明るい
色に見える場合もあります。 
　 こういったことをちゃんと踏まえ
てタヌキイラストを描く人が現れる
ようになるとうれしいですね。 

やっと登場？ 正しいタヌキ 

　 イラストのタヌキはたいていどこ
かでミスをやらかしていて、私を満
足させるものはほとんど出てきませ
ん。そんな中、「おおっ」と思わせ
るものがようやく登場しました。そ
れはスマホゲームの「けものフレン
ズ」。いろんな動物が女の子キャラ
になっているゲームなのですが、タ
ヌキがちゃんと特徴を踏まえたもの
になっているのです。「手足が黒い」
もちゃんと再現していますよ。他の
動物たちの描写もなかなか良くでき
ているようです。ここでは画面を紹
介できませんのでネット検索で確か
めてみてください。 
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タヌキ耳をよーく観察してみましょう！

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

左右どちらも2010年に観察した家族の「お母さ
ん」。鼻の左右脇に小さな黒模様があるので簡
単に識別できた。また、人間に最も接近してくる
のはいつもこの「お母さん」だった。夏毛は7月、
冬毛は10月に撮影したもの(文京区)。

夏毛 冬毛

←これが間違った「丸耳」
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ハクビシン被害、いつ増えた？

　 どうも最近、「東京でハクビシン
が激増している」という噂があるよ
うです。 

データで検証すると 

　 こういう場合、たいていはマスメ
ディアの影響だと考えられます。調
べてみると2014年9月16日に読売新
聞、2014年10月15日に日経新聞、
2015年1月7日に朝日新聞がハクビ
シン被害を取り上げていました。読
売新聞の記事によれば「東京都自然
環境部では、2010年度に172件だっ
た相談や目撃情報が、12年度には
556件に急増した」とあります。 
　 東京タヌキ探検隊！のデータでも
検証してみましょう。ただし、東京
タヌキ探検隊！の情報収集のシステ
ムが十分に機能し始めたのは2008
年頃以降です。なぜそれまでうまく
機能しなかったのかというと、パソ
コンとインターネットの普及がまだ
十分ではなかったからです。ですか
ら2007年以前のことはこの調査研
究ではまったくわかりません。また、

ハクビシンやアライグマの情報収集
を公式に始めたのは2008年からで、
そのためタヌキよりもやや遅れて機
能することになりました。 
　 上のグラフのように2010年以降
はハクビシンでは上下の変動はあり
ますが2倍3倍と増えているような様
子はありません。これはつまり、生
息数はほぼ上限に達していることを
示唆しています。タヌキもハクビシ
ンも生息可能な場所にほぼ進出して
しまっており、これ以上増える余地
はあまりなさそうだということが読
み取れます。 
　 これは先ほどの都の数値と一致し
ないように見えますが、ハクビシン
被害が広く知られるようになったの
がその頃だったのだろうと私は推測
します。被害は生息数の実態よりも
遅れて認知されたのでしょう。 

横浜市の場合は 

　 ハクビシンの東京都進出の時期は
不明ですが、横浜市の場合は「ハク
ビシンの横浜市内への進出について」

(板橋他、2010)という文献で分析さ
れています。これによると1990年代
から約10年ほどで横浜市全域に分布
が広がったことがわかります。東京
都23区でも同じ頃に分布が広がった
のではないかと思われます。東京タ
ヌキ探検隊！の調査は残念ながらそ
の過程には間に合わなかったわけで
す。 
　 東京都での具体的な分布拡大は都
環境局の過去データを調べるとわか
るでしょう。野生哺乳類を捕獲する
には都の許可が必要で、その結果も
報告しなければなりません。その数
字を調べれば過去の動向もわかるは
ずです。私にはそれを調べる余裕が
ありません。誰か調べてみていただ
けないでしょうか。 
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最近のことではありません

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

グラフは東京タヌキ探検隊！
の収集情報数。メールのみ、
その年に届いた目撃情報の
みの集計。本文にも書いた
ように、2008年以前はシ
ステムが十分に機能してい
なかったために得られた情
報数も少なかった。2009
年以降は安定して目撃情報
が得られている。0
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ネット参加型調査に欠陥あり

　 東京タヌキ探検隊！はネットを利
用して目撃情報を収集しています。
ネットで情報提供を呼びかけ、メー
ルを送ってもらうという「ネット参
加型」の調査方法です。 

全国調査はうまく行かない 

　 東京タヌキ探検隊！ではこのネッ
ト参加型の調査方法がうまく機能し
ているように見えます。しかしこの
システムは完全でも万能でもありま
せん。 
　 目撃情報を集めるということは、
目撃する人間がいなければなりませ
ん。人間がいない場所からは目撃情
報はやって来ないのです。例えば青
木ヶ原樹海や知床半島のように極端
に人口密度が低い地域から目撃情報
が来ることはまずありません。 
　 ネット参加型の生物調査は東京タ
ヌキ探検隊！の他にも例があります
が、その多くは残念ながらうまく行っ
ているとは言えません。全国規模で
ネット参加型調査を行なうと、目撃
場所が都市部に集中してしまい、非

都市部はスカスカになってしまうの
です。これでは意味のある調査結果
にはなりません。 
　 東京タヌキ探検隊！のやり方がう
まく機能しているように見える理由
は、東京都23区を中心に据えている
からです。東京都23区は人口密度が
非常に高く、山地のような低密度地
域はあまりありません。これはネッ
ト参加型の生物調査に非常に適した
場所だと言えます。 

それでもいいのだ 

　 東京タヌキ探検隊！の実際の調査
対象地域は東京都23区だけではなく
日本全国です。うまくいっている23
区に対して、それ以外からの目撃情
報は非常に少なく苦戦しています。
名前に「東京」と付けているためか
もしれませんし、タヌキを日常的に
見ることができる地域の人にはあま
り関心がないことだからかもしれま
せん。人口密度も当然関係していま
す。では東京タヌキ探検隊！の全国

展開は失敗なのかと言いますと、私
はそう思っていません。 
　 私の主な関心は都市部に生息する
野生哺乳類です。目撃情報が都市部
に集中したとしてもまったく問題は
ないのです。また、さまざまな場所
からの目撃情報によって、どのよう
な自然環境なら動物が生息できるの
かということがわかるようになるで
しょう。ですので都市部以外からの
目撃情報もとても大切なのです。今
はまだ結果が出ていないとしても私
は楽観しています。 
　 ネット参加型の調査は現在も発展
途上の新しい分野です。試行錯誤を
しながら利点欠点を明らかにしてい
けば、さらにいろいろな応用ができ
るだろうと思っています。 
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必ずしも万能ではないシステム

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

東京タヌキ探検隊！の全デー
タ(全動物)を日本地図にプロッ
トした(2015年6月、データ数
＝3652件)。南関東は集中し
すぎてつぶれてしまっている。
東京都23区だけで全体の80%
近い目撃情報がある。まだ目
撃情報がない県は福井県、滋
賀県、沖縄県。マングースも対
象なので、沖縄からの目撃情
報もよろしくお願いします。
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タヌキに話は通じるか？

　 イヌやネコを飼っている方なら、
「あ、こいつ今私がしゃべったこと
を理解したな」と思うことが必ずあ
るはずです。彼らが本当に言語を理
解しているとは思えませんが、確か
に意思が伝わったと感じることがあ
ります。では、タヌキとは意思疎通
はできるのでしょうか。 

表情が読めない… 

　 タヌキを直接観察してわかるの
は、表情が乏しいということです。
まあ、これはどの野生動物でも似た
ようなものですが。イヌだったら吠
えたり、しっぽを振ったりしますし、
ネコならニャーと鳴いたり、ごろー
んと寝っ転がったり、ネコパンチし
たりします。ところがタヌキはほと
んど鳴きませんし、しっぽも振りま
せん。そもそも人間に関心を持って
いるようにも見えません(警戒してい
るらしい様子はわかります)。こち
らが声をかけても無反応です。これ
では何を考えているのかまったくわ

かりません。意思疎通なんて無理な
ことです。 
　 それでも気持ちがわかる瞬間とい
うのはありました。ある時のこと、
タヌキ家族がネコエサを食べている
様子を観察していたら、お母さんタ
ヌキが私の方をじっと見つめていま
す。そして少しずつ近づいてくるで
はありませんか。ま、まさか私に興
味を持ってくれたのか？！と思って
いるうちにビデオカメラのすぐ前ま
でやって来たのでした。「えっと…
ご用は何でしょうか？」とたずねて
も答えてくれるわけはありません。
お母さんはなかなか私のそばを離れ
ようとしません。と、ここで私は思
い至りました。お母さんは「メシく
れ」と言っているのだと(苦笑)。毎
日来てるわけではなかったのにすっ
かり顔を覚えられてしまっていたん
ですね。 

イヌ、ネコこそ特殊な存在 

　 タヌキのこういった様子を観察し
ていると、逆にイヌやネコの方が特

殊なのではないかと思うようになり
ました。動物が人間の言葉を理解で
きないのは当たり前です。それがで
きてしまうイヌやネコの方がよっぽ
ど異常ではないでしょうか。なぜイ
ヌ、ネコにはできるのか。それは人
間とのつきあいが非常に長いからで
しょう。イヌは1万年以上、ネコは
5000年以上も前から人間と共に暮
らしてきました。これだけの年月が
あればお互いの考えていることも少
しは理解できるでしょう。 
　 私たちは動物について考える時、
イヌやネコを基準にして考えがちで
す。ですがイヌ、ネコこそ特殊な存
在であり、野生動物と同一に考える
ことはできないということを覚えて
おくべきです。 
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何考えてるかわかんないです

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

本文とは別の日のタヌキ
家族。(左)最初にお母さ
んが現われ、やはり無言
でエサを要求。(右)その
後、ネコエサ目当てに子
どもたちが団体でやって
来た(2015年9月、文京
区)。
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どうする？ハクビシン・アライグマ対策

　東京都環境局のホームページで「東
京都アライグマ・ハクビシン防除実
施計画」という文書が公開されてい
ます。文書の内容からすると2013年
に作成されたもののようですが、な
ぜか以前読んだ記憶がありません。
内容が無意味だったので忘れてしまっ
ていたのかもしれません。いつもの
ことながら都が私に意見を求めてき
たこともありませんでした。 

対策の具体案は無し 

　 この文書には驚くような対策案は
何も書かれていません。「捕獲体制
を整備」とか「計画的防除を実施」
とか書かれていますが、いつどこで
といった具体的なものはありません。
捕獲の方法も従来通り鳥獣保護法に
従ったもの(箱ワナを使用する)で、
新しい方法が示されているわけでも
ありません。総合的な、概論的なこ
としか書かれていないのです。 
　 また、捕獲は「区市町村を中心に
地域住民、農業者、関係団体、研究
機関等が連携して取り組む」とされ

ています。つまり都は金をばらまく
か後ろで応援しているだけというこ
となのでしょうか。これでは任され
た自治体・住民も大変です。 
　 そもそも都はハクビシンやアライ
グマがどこにどれだけ生息している
かも把握していないようで、これで
は計画の立てようもありません。情
報量が対策の基盤にもなることを認
識していただきたいものです。 

進出時期を再検討すると 

　 計画の批評はさておき、この文書
には別紙として捕獲や被害の状況を
載せた資料もあります。上に表示し
たグラフはその中のひとつで、都全
域でのハクビシンの農業被害金額を
表しています。このグラフを見ると、
5年ほどで生息数のピークに達して
いるらしいことがわかります。これ
はちょっと速すぎるようにも思えま
す。被害額が増えている時期の2003
年前半はSARS(重症急性呼吸器症候
群)騒動が起こっていました。この
時、感染源としてハクビシンが犯人

とされたため、ハクビシンの知名度
が一気に上がりました。「そうか、
あれはハクビシンだったのか」と気
付いた人がいたため計上された被害
額が増えたのかもしれません。その
場合、もっと以前の1999年代後半
から都内への進出が始まっていたと
考えられそうです。 
　 ハクビシンが進出した後にも注目
してください。被害額はある程度ま
で増えた後は横ばいです。目撃情報
数も似たような傾向で、2倍、3倍と
増え続けているようなことはありま
せん。私の印象では、23区内でのハ
クビシンの生息数は既に上限近くま
で達しているように見えます。です
のでハクビシンが危険だと大げさに
あおりたてる必要もないのです。 
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情報無ければ対策もできず

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

(上)東京タヌキ探検隊！のハクビ
シンの収集情報数。メールのみ、
その年に届いた目撃情報のみの集
計。ハクビシンの目撃情報収集を
本格的に開始したのは2008年以
降なのでそれ以前は機能していな
い。(下)東京都全域でのハクビシ
ンの農業被害額(万円)(東京都環境
局資料より)。
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秋葉原アライグマ事件

　2015年10月4日、日曜日の夕方、
秋葉原に突然アライグマが現れ騒ぎ
になりました。 

逃げたペットではない 

　午後6時50分頃、秋葉原のメイン
道路と言える中央通りに面したパソ
コン店前でアライグマが発見されま
した。アライグマはその店の前の街
路樹に登ったものの、そこから移動
することができなくなりました。警
察がやって来ただけでなく消防署の
はしご車まで出動することになり、
見物人もかなり増えたようです。ア
ライグマは約2時間後にようやく捕
獲されました。その時に警察官2人
を含む3人がかまれたりして軽傷を
負ったとのことです。 
　現場は上の写真のようにドン・キ
ホーテとAKB48劇場が入ったビルの
すぐ隣、秋葉原の中でも目立つ場所
での事件でした。 
　報道によると、警察はこのアライ
グマは飼われていた個体と考えてい
るようです。私の推理は逆で、自然

下で繁殖した個体であるのは確実と
考えています。 
　2005年に外来生物法が施行され、
特定外来生物に指定されたアライグ
マは飼育も譲渡も輸入も禁止されま
した。その当時飼育されていた個体
は例外扱いですが、10年も経過した
現在、ほとんどは寿命となっている
はずです。ですのでこのアライグマ
が逃げたペットなどではないことは
明らかです。 

追跡できないアライグマ 

　しかし秋葉原にアライグマが生息
しているはずがない、と考えるのは
当然のことです。アライグマに限ら
ず秋葉原は野生動物が定住できる場
所ではありません。東京タヌキ探検
隊！が蓄積した目撃情報でも、いわ
ゆる秋葉原での目撃事例はハクビシ
ンが1件あるだけです。そのためこの
アライグマはどこか別の場所から来
たことになります。今回の現場から
半径2km以内にはこれまでアライグ
マの目撃情報はありません。ですが

タヌキやハクビシンの生息分布から
アライグマがいそうな場所は推測で
きます。そのひとつは上野公園から
谷中霊園にかけての一帯です。この
地域は緑地が多く、動物の生息に向
いています。他には後楽園以西の神
田川北岸、皇居も候補です。 
　ただ、東京都23区内でのアライグ
マ目撃情報は累計でも約100件しか
ありません。これだけでは詳細な分
布状況もわかりません。タヌキ、ハ
クビシンはそれぞれ1300件以上も目
撃情報があり分布もかなりわかって
いるので、それを援用してアライグ
マの状況を推測するしかありません。
もっと詳しく調べるには目撃情報の
蓄積がさらに必要です。皆様の目撃
情報をお待ちしています。 
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あのアライグマはどこから来たのか

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

正面に3本並んだ街路樹の右
側の木にアライグマは登った
(2015年10月、事件後の別
の日に撮影)。パソコン店に
入ったことからパソコンのパー
ツを買いに来たのだと推測さ
れるが、隣のドンキあるいは
AKB48劇場にも行くつもり
だったのかもしれない。

http://tokyotanuki.jp
http://tokyotanuki.jp
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祝！大村智氏ノーベル賞受賞

　2015年10月5日、夜のテレビ
ニュースで大村智氏がノーベル生理
学医学賞を受賞したとの報道があり
ました。えっ、あの大村先生ですよ
ね？　ついに受賞なんですね！ 

有名ではなかった大発見 

　疥癬症は人間や一部のほ乳類で発
症する皮膚の病気です。ヒゼンダニ
類が皮膚に寄生することで発症しま
す。強いかゆみが生じ、人間の場合、
皮膚に赤い点々が出るなどの症状が
出ます。動物の場合ではイヌやネコ
での発症がよく知られていますが、
野生動物の中ではタヌキでの報告が
多くあります。東京タヌキ探検隊！
が収集した目撃情報でも約1割で脱
毛症状が見られ、原因は疥癬症と考
えられています。 
　大村先生の功績は既に広く報道さ
れている通り、抗寄生虫薬イベルメ
クチンの元になったエバーメクチン
Avermectinの発見です。イベルメク
チンは最初は家畜向けの薬として使
用されましたが、人間の病気である

オンコセルカ症などにも効果がある
ことがわかり、世界的に広く使われ
ることになりました。また、イベル
メクチンはイヌではフィラリア、疥
癬症の薬として使用され、タヌキの
疥癬症の薬としても使われています。
イベルメクチンの功績は医学・獣医
学の寄生虫病の分野では世界的に知
られていたものでした。それでもな
かなかノーベル賞受賞に至らず、「こ
れだけの成果でも受賞できないの
かー」と私も思っていました。そし
て今年ようやく受賞となったのです。
ノーベル賞は死んだ方には授与され
ません。長生きするのも受賞のコツ
なんだなあ、とあらためて思ったり
もしました(大村先生は今年80歳な
のです)。 

野生動物は助けるべきか？ 

　タヌキを救うイベルメクチン、で
すがすべてのタヌキを救えるわけで
はありません。日本中に散らばって
いる疥癬症のタヌキすべてを捕獲す
ること自体が不可能なことなのです

から。それに、野生動物に人間が介
入していいのか、という問題があり
ます。病気にかかり、死ぬことがあ
るのも野生動物の運命です。絶滅危
惧種なら保護も必要かもしれません
が、タヌキは絶滅の心配もありませ
ん。公平性の点から考えると、タヌ
キだけを特別扱いするわけにはいき
ません。スズメもヘビもカエルもヨ
シノボリもカブトムシもアリもクマ
ムシもミジンコも…すべて公平に扱
わねばなりません。そんなことは不
可能です。 
　とは言え、タヌキの疥癬症にはわ
からないことが多くあります。病気
と治療の研究は必要なことです。そ
うすればいつかより良い解決方法が
見つかるかもしれません。 
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大村先生はタヌキの救世主なのです

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

タヌキの疥癬症の例を紹介する。 
(左)疥癬症がかなり進んだ状態で、地肌
が見えている。 
(右)顔のまわりはまだ毛が残っているが、
目は十分に開いていない状態である。耳
の縁も形がくずれてしまっている。 
(いずれも2010年11月、文京区で撮影)
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